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(57)【要約】
　分析条件の設定時に容器番号が誤って入力されるのを
効果的に防止することができる自動分析装置する。設定
画面６０に画像表示領域６１及びテキスト表示領域６２
を設ける。画像表示領域６１には、各試料容器に対応す
る容器番号ごとに選択領域６１２が割り当てられた画像
６１１を表示させる。操作部の操作によって画像表示領
域６１における選択領域６１２が選択された場合には、
選択された選択領域６１２を表す容器番号をテキスト表
示領域６２（容器番号入力部６２６，６２８）に表示さ
せる。操作部の操作によってテキスト表示領域６２（容
器番号入力部６２６，６２８）に選択された試料容器を
表す容器番号が表示された場合には、当該容器番号に対
応する選択領域６１２の表示態様を切り替える。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の試料容器をそれぞれ異なる容器番号に対応付けて保持する容器保持部と、
　各試料容器内の試料に対する分析条件を設定するための設定画面を表示する表示部と、
　前記設定画面に対する設定を行う際に操作される操作部と、
　前記操作部の操作に基づいて、前記設定画面の表示を切り替える表示制御部と、
　前記設定画面により設定された各試料容器内の試料に対する分析条件を記憶する記憶部
と、
　前記記憶部に記憶されている分析条件に基づいて、各試料容器内の試料に対する分析を
自動で行う自動分析制御部と備え、
　前記設定画面には、
　各試料容器に対応する容器番号ごとに選択領域が割り当てられた画像が表示される画像
表示領域と、
　選択された試料容器を表す容器番号が表示されるテキスト表示領域とが含まれており、
　前記表示制御部は、前記操作部の操作によって前記画像表示領域における前記選択領域
が選択された場合に、選択された前記選択領域を表す容器番号を前記テキスト表示領域に
表示させ、又は、前記操作部の操作によって前記テキスト表示領域に選択された試料容器
を表す容器番号が表示された場合に、当該容器番号に対応する選択領域の表示態様を切り
替えることを特徴とする自動分析装置。
【請求項２】
　前記表示制御部は、複数種類の試料が用いられる場合に、各種類の試料に対応する前記
テキスト表示領域を前記設定画面に同時に表示させることを特徴とする請求項１に記載の
自動分析装置。
【請求項３】
　前記表示制御部は、前記操作部の操作によって前記画像表示領域における前記選択領域
が選択されたときに、当該選択領域が異なる種類の試料について既に選択されている場合
には、いずれか一方の選択を解除して、選択されている方の試料に対応する前記テキスト
表示領域に、選択された前記選択領域を表す容器番号を表示させることを特徴とする請求
項２に記載の自動分析装置。
【請求項４】
　前記表示制御部は、前記操作部の操作によって前記画像表示領域における２つの選択領
域が選択された場合に、当該２つの選択領域、及び、当該２つの選択領域の間の選択領域
に対応する容器番号を予め定められた順序に従って選択し、選択された前記選択領域を表
す容器番号を前記テキスト表示領域に表示させることを特徴とする請求項１～３のいずれ
かに記載の自動分析装置。
【請求項５】
　前記設定画面には、当該設定画面で選択された各試料容器の容器番号が、各試料容器内
の試料に対する分析条件に対応付けられたバッチテーブルを表示するバッチテーブル表示
領域が含まれることを特徴とする請求項１～４のいずれかに記載の自動分析装置。
【請求項６】
　前記画像表示領域には、前記バッチテーブルに追加された容器番号に対応する前記選択
領域と、前記バッチテーブルに追加されておらず前記設定画面で選択されている試料容器
の容器番号に対応する前記選択領域と、前記バッチテーブルに追加されておらず前記設定
画面で選択されていない試料容器の容器番号に対応する前記選択領域とが、それぞれ異な
る態様で表示されることを特徴とする請求項５に記載の自動分析装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、複数の試料容器内の試料に対して自動で分析を行うための自動分析装置に関
するものである。
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【背景技術】
【０００２】
　例えば液体クロマトグラフ（ＬＣ）やガスクロマトグラフ（ＧＣ）などの自動分析装置
は、複数の試料容器（バイアル）を保持する容器保持部を備えており、各試料容器内の試
料に対する分析を自動で行うことができるようになっている。分析時には、各試料容器内
の試料がプローブにより順次分注され、予め設定されている分析条件に基づいて各試料に
対する分析が行われる。
【０００３】
　試料に対する分析条件は、作業者が各種パラメータを入力することによりメソッドファ
イルとして予め設定される。そして、各試料容器に割り当てられた容器番号と、各試料容
器内の試料に対して実行するメソッドファイルとが対応付けられることにより、バッチフ
ァイルが作成される。このようにして作成されたバッチファイルは記憶部に記憶され、当
該バッチファイルに基づいて各試料に対する分析が順次行われることとなる（例えば、下
記特許文献１参照）。
【０００４】
　容器保持部には、それぞれ異なる容器番号に対応付けて複数の試料容器を保持すること
ができるようになっている。バッチファイルを作成する際には、例えば作業者が各試料容
器を容器保持部に順次セットするとともに、表示部に表示される設定画面を確認しながら
操作部を操作することにより、各試料容器に割り当てられた容器番号を入力する作業、及
び、各容器番号にメソッドファイルを対応付ける作業が行われる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２００９－８４０２号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　上記設定画面では、例えば任意の容器番号が入力されるとともに、当該容器番号に対応
付けるメソッドファイルが選択される。しかしながら、設定画面を確認しながら設定作業
を行う作業者にとっては、容器保持部に保持されている各試料容器に割り当てられた容器
番号が直感的に認識しづらいため、容器番号を誤って入力してしまう場合があった。
【０００７】
　また、分析には複数種類の試料が用いられる場合がある。例えば、分析対象となる未知
の成分を含む試料（未知試料）の他に、既知の成分を含む標準試料や、未知試料に添加さ
れるコントロール試料など、目的に応じて各種試料が用いられる。従来は、これらの複数
種類の試料について、それぞれ異なる設定画面が表示部に表示され、各種類の試料が収容
されている試料容器の容器番号を各設定画面で入力する作業が行われていた。そのため、
各設定画面で誤って同一の容器番号を入力してしまう場合があった。
【０００８】
　上記のように容器番号を誤って入力してしまい、そのままバッチファイルが作成された
場合には、所望の分析が行われず、誤った分析結果が得られてしまう。特に、複数の試料
容器内の試料に対して自動で分析を行う自動分析装置においては、一部の試料について誤
った分析結果が得られたとしても作業者が気付かないおそれがあるため、誤った分析結果
がそのまま用いられるおそれがある。
【０００９】
　本発明は、上記実情に鑑みてなされたものであり、分析条件の設定時に容器番号が誤っ
て入力されるのを効果的に防止することができる自動分析装置することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　本発明に係る自動分析装置は、容器保持部、表示部、操作部、表示制御部、記憶部及び
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自動分析制御部を備えている。前記容器保持部は、複数の試料容器をそれぞれ異なる容器
番号に対応付けて保持する。前記表示部は、各試料容器内の試料に対する分析条件を設定
するための設定画面を表示する。前記操作部は、前記設定画面に対する設定を行う際に操
作される。前記表示制御部は、前記操作部の操作に基づいて、前記設定画面の表示を切り
替える。前記記憶部は、前記設定画面により設定された各試料容器内の試料に対する分析
条件を記憶する。前記自動分析制御部は、前記記憶部に記憶されている分析条件に基づい
て、各試料容器内の試料に対する分析を自動で行う。
【００１１】
　前記設定画面には、画像表示領域及びテキスト表示領域が含まれている。前記画像表示
領域には、各試料容器に対応する容器番号ごとに選択領域が割り当てられた画像が表示さ
れる。前記テキスト表示領域には、選択された試料容器を表す容器番号が表示される。前
記表示制御部は、前記操作部の操作によって前記画像表示領域における前記選択領域が選
択された場合に、選択された前記選択領域を表す容器番号を前記テキスト表示領域に表示
させる。又は、前記表示制御部は、前記操作部の操作によって前記テキスト表示領域に選
択された試料容器を表す容器番号が表示された場合に、当該容器番号に対応する選択領域
の表示態様を切り替える。
【００１２】
　このような構成によれば、作業者が、設定画面の画像表示領域に表示される画像によっ
て、各試料容器に対応する容器番号を直感的に認識しやすい。また、画像表示領域におけ
る選択領域を選択することにより、テキスト表示領域に対する容器番号の入力作業を行っ
たり、又は、テキスト表示領域に対する容器番号の入力作業を行うことにより、当該容器
番号に対応する選択領域の表示態様を切り替えたりすることができるため、選択された試
料容器の容器番号が視覚的に分かりやすい。したがって、分析条件の設定時に容器番号が
誤って入力されるのを効果的に防止することができる。
【００１３】
　前記表示制御部は、複数種類の試料が用いられる場合に、各種類の試料に対応する前記
テキスト表示領域を前記設定画面に同時に表示させてもよい。
【００１４】
　このような構成によれば、複数種類の試料についての分析条件の設定を１つの設定画面
で行うことができるため、異なる種類の試料について同一の容器番号を誤って入力してし
まうのを防止することができる。したがって、複数種類の試料が用いられる場合であって
も、分析条件の設定時に容器番号が誤って入力されるのを効果的に防止することができる
。
【００１５】
　前記表示制御部は、前記操作部の操作によって前記画像表示領域における前記選択領域
が選択されたときに、当該選択領域が異なる種類の試料について既に選択されている場合
には、いずれか一方の選択を解除して、選択されている方の試料に対応する前記テキスト
表示領域に、選択された前記選択領域を表す容器番号を表示させてもよい。
【００１６】
　このような構成によれば、異なる種類の試料について同一の選択領域が選択された場合
であっても、一方の選択が解除されるため、同一の容器番号が誤って入力されることがな
い。したがって、複数種類の試料が用いられる場合であっても、分析条件の設定時に容器
番号が誤って入力されるのを確実に防止することができる。
【００１７】
　前記表示制御部は、前記操作部の操作によって前記画像表示領域における２つの選択領
域が選択された場合に、当該２つの選択領域、及び、当該２つの選択領域の間の選択領域
に対応する容器番号を予め定められた順序に従って選択し、選択された前記選択領域を表
す容器番号を前記テキスト表示領域に表示させてもよい。
【００１８】
　このような構成によれば、２つの選択領域を選択するだけで、当該２つの選択領域、及
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び、当該２つの選択領域の間の選択領域に対応する容器番号を選択し、テキスト表示領域
に対する容器番号の入力作業を行うことができるため、作業効率を向上することができる
。
【００１９】
　前記設定画面には、当該設定画面で選択された各試料容器の容器番号が、各試料容器内
の試料に対する分析条件に対応付けられたバッチテーブルを表示するバッチテーブル表示
領域が含まれていてもよい。
【００２０】
　このような構成によれば、設定画面で作成されたバッチファイルの内容が、バッチテー
ブルとして設定画面内のバッチテーブル表示領域に表示されるため、作成されたバッチフ
ァイルの内容を容易に確認することができる。したがって、各試料容器の容器番号と、各
試料容器内の試料に対する分析条件との関係を容易に確認することができるため、分析条
件の設定時に容器番号が誤って入力されるのをさらに効果的に防止することができる。
【００２１】
　前記画像表示領域には、前記バッチテーブルに追加された容器番号に対応する前記選択
領域と、前記バッチテーブルに追加されておらず前記設定画面で選択されている試料容器
の容器番号に対応する前記選択領域と、前記バッチテーブルに追加されておらず前記設定
画面で選択されていない試料容器の容器番号に対応する前記選択領域とが、それぞれ異な
る態様で表示されてもよい。
【００２２】
　このような構成によれば、各選択領域の表示態様によって、バッチテーブルに追加され
た容器番号に対応する選択領域、バッチテーブルに追加されておらず設定画面で選択され
ている試料容器の容器番号に対応する選択領域、バッチテーブルに追加されておらず設定
画面で選択されていない試料容器の容器番号に対応する選択領域のいずれであるかを容易
に確認することができる。したがって、各選択領域についての設定状態が視覚的に分かり
やすいため、分析条件の設定時に容器番号が誤って入力されるのをさらに効果的に防止す
ることができる。
【発明の効果】
【００２３】
　本発明によれば、作業者が各試料容器に対応する容器番号を直感的に認識しやすく、選
択された試料容器の容器番号が視覚的に分かりやすいため、分析条件の設定時に容器番号
が誤って入力されるのを効果的に防止することができる。
【図面の簡単な説明】
【００２４】
【図１】本発明の一実施形態に係る自動分析装置の構成例を示したブロック図である。
【図２】表示部に表示される設定画面の一例を示した図である。
【図３Ａ】設定画面の画像表示領域で各試料容器の容器番号を選択する際の態様について
説明するための図である。
【図３Ｂ】設定画面の画像表示領域で各試料容器の容器番号を選択する際の態様について
説明するための図である。
【図３Ｃ】設定画面の画像表示領域で各試料容器の容器番号を選択する際の態様について
説明するための図である。
【図４】テキスト表示領域に対する設定操作を行う際の制御部による処理の一例を示した
フローチャートである。
【図５】画像表示領域に対する設定操作を行う際の制御部による処理の一例を示したフロ
ーチャートである。
【発明を実施するための形態】
【００２５】
　図１は、本発明の一実施形態に係る自動分析装置の構成例を示したブロック図である。
本実施形態に係る自動分析装置は、例えば液体クロマトグラフ（ＬＣ）又はガスクロマト
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グラフ（ＧＣ）であり、複数の試料容器内の試料に対して自動で分析を行うことができる
。この自動分析装置には、例えば容器保持部１、プローブ２、駆動部４、制御部５、表示
部６、操作部７及び記憶部８などが備えられている。
【００２６】
　容器保持部１には、それぞれ試料が収容された複数の試料容器を保持することができる
。容器保持部１には複数の凹部（図示せず）が形成されており、複数の試料容器が各凹部
に収容された状態で保持される。容器保持部１には、各凹部に対応付けて、それぞれ異な
る番号が記載されている。これにより、各凹部内に試料容器を収容した状態では、各試料
容器をそれぞれ異なる番号（容器番号）に対応付けて保持することができる。
【００２７】
　プローブ２は、容器保持部１に保持されている各試料容器内に順次挿入され、その先端
部から各試料容器内の試料を吸引する。具体的には、容器保持部１が回転することにより
、容器保持部１に保持されている各試料容器が吸引位置に順次移動し、当該吸引位置へと
移動されるプローブ２によって各試料容器内の試料が吸引される。プローブ２は、試料を
吸引した後、予め定められた分注位置へと移動し、当該分注位置に試料を吐出することに
より分注が完了する。
【００２８】
　分注位置に分注された試料に対しては、予め設定されている分析条件に基づいて分析が
順次行われる。このような容器保持部１及びプローブ２の動作は、例えばモータ（図示せ
ず）などを含む駆動部４の駆動によって行われる。
【００２９】
　制御部５は、例えばＣＰＵ（Central Processing Unit）を含む構成であり、自動分析
装置の全体の動作を制御する。制御部５は、ＣＰＵがプログラムを実行することにより、
自動分析制御部５１、表示制御部５２及び入力受付部５３などとして機能する。制御部５
には、上述した駆動部４の他、表示部６、操作部７及び記憶部８などが電気的に接続され
ている。
【００３０】
　表示部６は、例えば液晶表示器により構成されており、分析条件を設定するための設定
画面や分析結果などが表示される。操作部７は、例えばキーボード又はマウスなどにより
構成されており、当該操作部７を作業者が操作することにより各種設定を行うことができ
るようになっている。記憶部８は、例えばハードディスク又はＲＡＭ（Random Access Me
mory）などにより構成されており、設定された分析条件や分析結果などの各種情報が記憶
される。
【００３１】
　自動分析制御部５１は、記憶部８に記憶されている分析条件に基づいて駆動部４を制御
することにより、各試料容器内の試料に対する分析を自動で行う。すなわち、容器保持部
１の回転、並びに、プローブ２の移動、吸引及び吐出などが、自動分析制御部５１の制御
により自動的に行われ、分注位置に分注された試料に対する分析が行われる。
【００３２】
　表示制御部５２は、表示部６に対する表示を制御する。入力受付部５３は、操作部７の
操作により入力された情報を受け付ける処理を行う。表示制御部５２は、入力受付部５３
により受け付けられた情報に基づいて、表示部６の表示を切り替えることができる。また
、記憶部８には、入力受付部５３により受け付けられた情報を記憶することができる。
【００３３】
　表示部６には、表示制御部５２の制御により、各試料容器内の試料に対する分析条件を
設定するための設定画面が表示される。作業者は、操作部７を操作することにより、表示
部６に表示された設定画面に対する設定を行うことができる。設定画面において操作部７
が操作されることにより、設定画面に対する入力作業が行われた場合には、表示制御部５
２が設定内容に応じて設定画面の表示を切り替える。
【００３４】
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　設定画面により設定された各試料容器内の試料に対する分析条件は、記憶部８に記憶さ
れる。設定画面においては、各試料容器に対応付けられた容器番号ごとに、その試料容器
内に収容されている試料の種類（サンプルタイプ）と、その試料に対する分析条件として
の各種パラメータからなるメソッドファイルとが設定される。これにより、容器番号、サ
ンプルタイプ及びメソッドファイルが対応付けられたバッチファイルが作成され、その作
成されたバッチファイルが記憶部８に記憶される。
【００３５】
　サンプルタイプとしては、分析対象となる未知の成分を含む試料（未知試料）の他に、
既知の成分を含む標準試料や、未知試料に添加されるコントロール試料などを例示するこ
とができる。これらの複数種類の試料は、目的に応じて使い分けられる。ただし、サンプ
ルタイプは、未知試料、標準試料及びコントロール試料に限らず、他の各種試料を用いて
分析を行うことができる。
【００３６】
　自動分析制御部５１が自動で分析を行う際には、記憶部８に記憶されているバッチファ
イルに基づいて、各試料容器に対応する容器番号ごとにサンプルタイプ及びメソッドファ
イルが記憶部８から読み出される。そして、読み出された情報に基づいて、自動分析制御
部５１が各容器番号に対応する試料容器内の試料に対する分析を順次行うことにより、各
試料容器内の試料に対する分析が連続して自動で実行される。
【００３７】
　図２は、表示部６に表示される設定画面６０の一例を示した図である。設定画面６０に
は、例えば画像表示領域６１、テキスト表示領域６２及びバッチテーブル表示領域６３が
含まれる。作業者は、操作部７を用いて画像表示領域６１又はテキスト表示領域６２に対
する設定操作を行うことにより、バッチファイルを作成することができる。作成されたバ
ッチファイルの内容は、バッチテーブルとしてバッチテーブル表示領域６３に表示される
。
【００３８】
　画像表示領域６１には、容器保持部１の平面図を模した画像６１１が表示される。具体
的には、容器保持部１の外形を表す円形の画像６１１中に、容器保持部１における試料容
器を収容するための複数の凹部に対応付けて、複数の選択領域６１２が表示される。各選
択領域６１２は、作業者が操作部７を操作することにより個別に選択することができる。
【００３９】
　この例では、容器保持部１に保持可能な試料容器の数と同数の１５０個の選択領域６１
２が設けられており、各選択領域６１２に「１」～「１５０」の容器番号が対応付けて表
示されている。これにより、各試料容器に対応する容器番号ごとに選択領域６１２が割り
当てられた画像６１１が、画像表示領域６１に表示されることとなる。複数の選択領域６
１２のうち、最も小さい容器番号（この例では「１」）に対応する選択領域６１２は、他
の選択領域６１２とは異なる態様で表示されることにより、作業者が容易に識別できるよ
うになっている。
【００４０】
　画像表示領域６１に表示される画像６１１は、容器保持部１の種類に応じて変更するこ
とができる。この場合、画像６１１の外形だけでなく、画像６１１中に表示される選択領
域６１２の数や、各選択領域６１２に対応付けられた容器番号の順序なども、容器保持部
１の種類に応じて変更することができる。
【００４１】
　画像表示領域６１には、例えば標準キー６１３及び未知キー６１４が設けられている。
すなわち、複数のサンプルタイプに対応付けて、各サンプルタイプを選択するためのキー
６１３，６１４が画像表示領域６１に設けられており、いずれかのキー６１３，６１４を
選択した上で、画像６１１中の任意の選択領域６１２を選択することができる。これによ
り、選択したサンプルタイプに対応付けて容器番号の設定を行うことができる。
【００４２】
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　テキスト表示領域６２には、例えばメソッドファイル選択部６２１、サンプルタイプ選
択部６２２及びテキスト入力部６２３が含まれる。メソッドファイル選択部６２１には、
作業者が操作部７を操作してメソッドファイルを選択することにより、選択されたメソッ
ドファイル名が表示される。サンプルタイプ選択部６２２には、作業者が操作部７を操作
してサンプルタイプを選択することにより、選択されたサンプルタイプが表示される。
【００４３】
　この例では、サンプルタイプとして「標準」、「未知」又は「標準＋未知」のいずれか
をサンプルタイプ選択部６２２で選択することができる。「標準」は、標準試料に対する
分析条件を設定する際に選択される。「未知」は、未知試料に対する分析条件を設定する
際に選択される。「標準＋未知」は、標準試料及び未知試料に対する分析条件を同時に設
定する際に選択される。
【００４４】
　テキスト入力部６２３には、サンプルタイプ選択部６２２で選択されたサンプルタイプ
に対応する画面が表示される。この例では、サンプルタイプとして「標準＋未知」がサン
プルタイプ選択部６２２で選択されることにより、標準試料に対する分析条件を設定する
ための標準試料用入力部６２４と、未知試料に対する分析条件を設定するための未知試料
用入力部６２５とが、テキスト入力部６２３に表示されている。なお、サンプルタイプと
して「標準」が選択された場合には、標準試料用入力部６２４のみがテキスト入力部６２
３に表示され、サンプルタイプとして「未知」が選択された場合には、未知試料用入力部
６２５のみがテキスト入力部６２３に表示されることとなる。
【００４５】
　標準試料用入力部６２４には、例えば容器番号入力部６２６及び容器数入力部６２７が
含まれる。容器番号入力部６２６には、標準試料が収容されている複数の試料容器の中か
ら選択された試料容器を表す容器番号が表示される。作業者は、操作部７を用いて容器番
号入力部６２６に容器番号を直接入力することにより、当該容器番号に対応する試料容器
を選択することができる。この場合、選択された試料容器に対応する画像表示領域６１の
選択領域６１２が、未選択時とは異なる態様で表示されるようになっている。
【００４６】
　また、作業者は、操作部７を操作することにより、画像表示領域６１において標準キー
６１３を選択した上で、標準試料が収容されている試料容器に対応する選択領域６１２を
選択することによって、選択した選択領域６１２に対応する容器番号を容器番号入力部６
２６に自動で入力させることもできる。この場合、画像表示領域６１の選択領域６１２を
選択したときに、その選択された選択領域６１２が未選択時とは異なる態様で表示される
とともに、選択された選択領域６１２に対応する容器番号が容器番号入力部６２６に表示
されることとなる。
【００４７】
　この例では、複数の試料容器に対応する容器番号を選択して容器番号入力部６２６に表
示させることができる。具体的には、容器番号入力部６２６に容器番号の開始番号と終了
番号を入力すれば、これらの容器番号（開始番号と終了番号）、及び、これらの間の容器
番号が選択されて容器番号入力部６２６に表示される。図２では、標準試料用入力部６２
４の容器番号入力部６２６に、開始番号として「６」が入力されるとともに、終了番号と
して「６」が入力されることにより、１つの容器番号「６」のみが選択されている。選択
されている容器番号の数は、容器数入力部６２７に表示される。
【００４８】
　上記のような設定画面６０の表示態様は、未知試料用入力部６２５についても同様であ
る。すなわち、未知試料用入力部６２５にも、例えば容器番号入力部６２８及び容器数入
力部６２９が含まれる。容器番号入力部６２８には、未知試料が収容されている複数の試
料容器の中から選択された試料容器を表す容器番号が表示される。作業者は、操作部７を
用いて容器番号入力部６２８に容器番号を直接入力することにより、当該容器番号に対応
する試料容器を選択することができる。この場合、選択された試料容器に対応する画像表
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示領域６１の選択領域６１２が、未選択時とは異なる態様、かつ、標準試料の選択時とは
異なる態様で表示されるようになっている。
【００４９】
　また、作業者は、操作部７を操作することにより、画像表示領域６１において未知キー
６１４を選択した上で、未知試料が収容されている試料容器に対応する選択領域６１２を
選択することによって、選択した選択領域６１２に対応する容器番号を容器番号入力部６
２８に自動で入力させることもできる。この場合、画像表示領域６１の選択領域６１２を
選択したときに、その選択された選択領域６１２が未選択時とは異なる態様、かつ、標準
試料の選択時とは異なる態様で表示されるとともに、選択された選択領域６１２に対応す
る容器番号が容器番号入力部６２８に表示されることとなる。
【００５０】
　この例では、標準試料の選択時と同様に、複数の試料容器に対応する容器番号を選択し
て容器番号入力部６２８に表示させることができる。具体的には、容器番号入力部６２８
に容器番号の開始番号と終了番号を入力すれば、これらの容器番号（開始番号と終了番号
）、及び、これらの間の容器番号が選択されて容器番号入力部６２８に表示される。図２
では、未知試料用入力部６２５の容器番号入力部６２８に、開始番号として「３１」が入
力されるとともに、終了番号として「３１」が入力されることにより、１つの容器番号「
３１」のみが選択されている。選択されている容器番号の数は、容器数入力部６２９に表
示される。
【００５１】
　このように、本実施形態では、操作部７の操作によって画像表示領域６１における選択
領域６１２が選択された場合に、選択された選択領域６１２を表す容器番号がテキスト表
示領域６２（テキスト入力部６２３）に表示される。また、操作部７の操作によってテキ
スト表示領域６２（テキスト入力部６２３）に選択された試料容器を表す容器番号が表示
された場合に、当該容器番号に対応する選択領域６１２の表示態様が切り替えられる。
【００５２】
　上記のような設定画面６０の表示態様によれば、作業者が、設定画面６０の画像表示領
域６１に表示される画像６１１によって、各試料容器に対応する容器番号を直感的に認識
しやすい。また、画像表示領域６１における選択領域６１２を選択することにより、テキ
スト表示領域６２に対する容器番号の入力作業を行ったり、テキスト表示領域６２に対す
る容器番号の入力作業を行うことにより、当該容器番号に対応する選択領域６１２の表示
態様を切り替えたりすることができるため、選択された試料容器の容器番号が視覚的に分
かりやすい。したがって、分析条件の設定時に容器番号が誤って入力されるのを効果的に
防止することができる。
【００５３】
　また、図２の例のように、複数種類の試料（例えば標準試料及び未知試料）が用いられ
る場合には、各種類の試料に対応するテキスト表示領域６２（標準試料用入力部６２４及
び未知試料用入力部６２５）が設定画面６０に同時に表示される。この場合、複数種類の
試料についての分析条件の設定を１つの設定画面６０で行うことができるため、異なる種
類の試料について同一の容器番号を誤って入力してしまうのを防止することができる。し
たがって、複数種類の試料が用いられる場合であっても、分析条件の設定時に容器番号が
誤って入力されるのを効果的に防止することができる。
【００５４】
　上記のような態様で画像表示領域６１又はテキスト表示領域６２に対する設定操作を行
った後、設定画面６０に設けられた追加キー６４が選択された場合には、画像表示領域６
１及びテキスト表示領域６２において設定された内容が追加されたバッチファイルが作成
される。これに伴い、バッチテーブル表示領域６３には更新されたバッチファイルの内容
がバッチテーブルとして表示される。
【００５５】
　このとき、１つのメソッドファイルに複数の容器番号を対応付けて、設定された内容を



(10) JP WO2016/189668 A1 2016.12.1

10

20

30

40

50

バッチファイルに追加することができる。すなわち、メソッドファイル選択部６２１で１
つのメソッドファイルを選択した上で、標準試料用入力部６２４の容器番号入力部６２６
又は未知試料用入力部６２５の容器番号入力部６２８に複数の容器番号を表示させ、追加
キー６４を選択した場合には、選択されている各容器番号に共通のメソッドファイルが対
応付けられてバッチファイルに追加される。
【００５６】
　このように、バッチテーブル表示領域６３には、設定画面６０（画像表示領域６１及び
テキスト表示領域６２）で選択された各試料容器の容器番号が、各試料容器内の試料に対
する分析条件（メソッドファイル）に対応付けられて、バッチテーブルとして表示される
。すなわち、設定画面６０で作成されたバッチファイルの内容が、バッチテーブルとして
設定画面６０内のバッチテーブル表示領域６３に表示されるため、作成されたバッチファ
イルの内容を容易に確認することができる。したがって、各試料容器の容器番号と、各試
料容器内の試料に対する分析条件との関係を容易に確認することができるため、分析条件
の設定時に容器番号が誤って入力されるのをさらに効果的に防止することができる。
【００５７】
　上記のようなバッチテーブル表示領域６３への追加は、画像表示領域６１又はテキスト
表示領域６２に対する設定操作、及び、追加キー６４の選択操作を繰り返すことにより、
複数回行うことができる。このようにしてバッチファイルを作成した後、設定画面６０に
設けられた分析開始キー６５が選択された場合には、作成されたバッチファイルに基づい
て各容器番号に対応する試料容器内の試料に対する分析が順次行われることにより、自動
分析が実行される。
【００５８】
　図３Ａ～図３Ｃは、設定画面６０の画像表示領域６１で各試料容器の容器番号を選択す
る際の態様について説明するための図である。
【００５９】
　図３Ａでは、画像表示領域６１において標準キー６１３が選択されている。この状態で
任意の選択領域６１２を選択することにより、その選択した選択領域６１２に対応する容
器番号を標準試料用入力部６２４の容器番号入力部６２６に自動で入力させることができ
る。このとき、選択領域６１２を１つずつ個別に選択（個別選択）することができるだけ
でなく、複数の選択領域６１２を一度に選択（複数選択）することもできるようになって
いる。
【００６０】
　選択領域６１２の複数選択は、例えば２つの選択領域６１２を選択することにより行わ
れる。このとき選択される一方の選択領域６１２（６１２Ａ）に対応する容器番号が開始
番号となり、他方の選択領域６１２（６１２Ｂ）に対応する容器番号が終了番号となるこ
とにより、これらの容器番号（開始番号と終了番号）、及び、これらの間の容器番号が容
器番号入力部６２６に表示される。なお、本実施形態では、開始番号から終了番号までの
範囲表示によって、選択された選択領域６１２を表す容器番号が容器番号入力部６２６に
表示されるようになっている。
【００６１】
　選択された２つの選択領域６１２Ａ，６１２Ｂの間の選択領域６１２に対応する容器番
号は、予め定められた順序に従って選択される。上記予め定められた順序は、例えば容器
番号の順序であり、図３Ａの例では、開始番号が「６」、終了番号が「３０」であるため
、これらの間の容器番号「７」～「２９」が自動的に選択されるようになっている。
【００６２】
　選択領域６１２の複数選択の方法としては、例えば開始番号に対応する選択領域６１２
Ａをマウスでクリックし、そのクリックした状態（押状態）のまま終了番号に対応する選
択領域６１２Ｂまでマウスを移動させ、その位置でクリック状態を解除する。これにより
、簡単な操作で開始番号及び終了番号を選択することができる。
【００６３】
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　すなわち、上記のような操作で２つの選択領域６１２Ａ，６１２Ｂを選択するだけで、
当該２つの選択領域６１２Ａ，６１２Ｂ、及び、当該２つの選択領域６１２Ａ，６１２Ｂ
の間の選択領域６１２に対応する容器番号を選択し、容器番号入力部６２６に対する容器
番号の入力作業を行うことができるため、作業効率を向上することができる。ただし、２
つの選択領域６１２Ａ，６１２Ｂを選択する方法は、上記のような方法に限らず、例えば
開始番号に対応する選択領域６１２Ａを選択する際と、終了番号に対応する選択領域６１
２Ｂを選択する際とで、選択モードが切り替えられるような構成であってもよい。
【００６４】
　上記のようにして標準試料が収容されている試料容器に対応する選択領域６１２が選択
された場合には、選択された選択領域６１２が、選択されていない選択領域６１２とは異
なる態様（例えば異なる色）で表示される。容器数入力部６２７には、選択された選択領
域６１２の数（この例では「２５」）が表示される。
【００６５】
　図３Ｂでは、図３Ａの状態から画像表示領域６１において未知キー６１４が選択されて
いる。この状態で任意の選択領域６１２を選択することにより、その選択した選択領域６
１２に対応する容器番号を未知試料用入力部６２５の容器番号入力部６２８に自動で入力
させることができる。このとき、図３Ａの場合と同様に、選択領域６１２を個別選択する
ことができるだけでなく、複数選択することもできるようになっている。
【００６６】
　選択領域６１２の複数選択は、図３Ａの場合と同様の態様で行うことができ、例えば２
つの選択領域６１２を選択することにより行われる。このとき選択される一方の選択領域
６１２（６１２Ｃ）に対応する容器番号が開始番号となり、他方の選択領域６１２（６１
２Ｄ）に対応する容器番号が終了番号となることにより、これらの容器番号（開始番号と
終了番号）、及び、これらの間の容器番号が容器番号入力部６２８に表示される。
【００６７】
　選択された２つの選択領域６１２Ｃ，６１２Ｄの間の選択領域６１２に対応する容器番
号は、予め定められた順序に従って選択される。上記予め定められた順序は、例えば容器
番号の順序であり、図３Ｂの例では、開始番号が「３１」、終了番号が「４５」であるた
め、これらの間の容器番号「３２」～「４４」が自動的に選択されるようになっている。
【００６８】
　上記のようにして未知試料が収容されている試料容器に対応する選択領域６１２が選択
された場合には、選択された選択領域６１２が、選択されていない選択領域６１２や、標
準試料に対応付けて選択された選択領域６１２とは異なる態様（例えば異なる色）で表示
される。容器数入力部６２９には、選択された選択領域６１２の数（この例では「１５」
）が表示される。
【００６９】
　また、既にバッチテーブルに追加されている容器番号（この例では「１」～「５」）に
対応する選択領域６１２も、選択されていない選択領域６１２や、標準試料に対応付けて
選択された選択領域６１２や、未知試料に対応付けて選択された選択領域６１２とは異な
る態様（例えば異なる色）で表示される。このように、画像表示領域６１には、バッチテ
ーブルに追加された容器番号に対応する選択領域６１２と、バッチテーブルに追加されて
おらず設定画面６０で選択されている試料容器の容器番号に対応する選択領域６１２と、
バッチテーブルに追加されておらず設定画面６０で選択されていない試料容器の容器番号
に対応する選択領域６１２とが、それぞれ異なる態様で表示されるようになっている。
【００７０】
　これにより、各選択領域６１２の表示態様によって、バッチテーブルに追加された容器
番号に対応する選択領域６１２、バッチテーブルに追加されておらず設定画面６０で選択
されている試料容器の容器番号に対応する選択領域６１２、バッチテーブルに追加されて
おらず設定画面６０で選択されていない試料容器の容器番号に対応する選択領域６１２の
いずれであるかを容易に確認することができる。したがって、各選択領域６１２について
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の設定状態が視覚的に分かりやすいため、分析条件の設定時に容器番号が誤って入力され
るのをさらに効果的に防止することができる。
【００７１】
　図３Ｃでは、図３Ａの状態から画像表示領域６１において未知キー６１４が選択されて
いるが、その後の選択領域６１２の選択の態様が図３Ｂの場合とは異なっている。具体的
には、既に標準試料に対応付けて選択されている選択領域６１２（６１２Ｅ）が選択され
ることにより、当該選択領域６１２Ｅに対応する容器番号が開始番号となり、続けて選択
された選択領域６１２Ｆが終了番号となっている。
【００７２】
　このように、異なる種類の試料について既に選択されている選択領域６１２が選択され
た場合には、既に行われている選択が解除され、新たに行われた選択が優先される。その
結果、新たに選択された選択領域６１２に対応する容器番号（開始番号と終了番号）、及
び、これらの間の容器番号が容器番号入力部６２８に表示される。
【００７３】
　図３Ｃの例では、開始番号が「２６」、終了番号が「４５」であるため、これらの間の
容器番号「２７」～「４４」が自動的に選択され、これらの容器番号の範囲が容器番号入
力部６２８に表示されている。容器数入力部６２９には、選択された選択領域６１２の数
（この例では「２０」）が表示される。また、上記のような既に行われている選択の解除
に伴い、標準試料用入力部６２４の容器番号入力部６２６において終了番号が「３０」か
ら「２５」に変更されるとともに、容器数入力部６２７の数が「２５」から「２０」に変
更されている。
【００７４】
　このように、本実施形態では、異なる種類の試料について同一の選択領域６１２が選択
された場合であっても、一方の選択が解除されるため、同一の容器番号が誤って入力され
ることがない。したがって、複数種類の試料が用いられる場合であっても、分析条件の設
定時に容器番号が誤って入力されるのを確実に防止することができる。
【００７５】
　ただし、上記のように既に行われている選択が解除され、新たに行われた選択が優先さ
れるような構成に限らず、例えば新たに選択された選択領域６１２のうち、既に選択され
ている選択領域６１２についての選択が解除されるような構成であってもよい。また、新
たに選択された選択領域６１２が既に選択されている旨を表示部６に表示させることによ
り、作業者に報知するような構成としてもよい。
【００７６】
　図４は、テキスト表示領域６２に対する設定操作を行う際の制御部５による処理の一例
を示したフローチャートである。テキスト表示領域６２においては、メソッドファイル選
択部６２１、サンプルタイプ選択部６２２又はテキスト入力部６２３に対する操作によっ
て入力作業を行うことができる（ステップＳ１０１～Ｓ１０３）。
【００７７】
　例えば、メソッドファイル選択部６２１に対する操作によりメソッドファイルが選択さ
れた場合には（ステップＳ１０１でＹｅｓ）、選択されたメソッドファイル名が当該メソ
ッドファイル選択部６２１に表示される（ステップＳ１０４）。サンプルタイプ選択部６
２２に対する操作によりサンプルタイプが選択された場合には（ステップＳ１０２でＹｅ
ｓ）、選択されたサンプルタイプが当該サンプルタイプ選択部６２２に表示される（ステ
ップＳ１０５）。このとき、選択されたサンプルタイプ（例えば、「標準」、「未知」又
は「標準＋未知」）に応じて、テキスト入力部６２３の表示が切り替えられる（ステップ
Ｓ１０６）。
【００７８】
　容器番号入力部６２６，６２８などのテキスト入力部６２３に対する入力作業が行われ
た場合には（ステップＳ１０３でＹｅｓ）、入力された数字などの文字情報がテキスト入
力部６２３に表示されるだけでなく、その内容が画像表示領域６１に反映される（ステッ
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プＳ１０７）。このようにして任意に設定操作が行われた後、追加キー６４が選択された
場合には（ステップＳ１０８でＹｅｓ）、選択されている各容器番号及びメソッドファイ
ルが対応付けられてバッチファイルが作成されることにより、バッチテーブル表示領域６
３のバッチテーブルが更新される（ステップＳ１０９）。
【００７９】
　上記のような選択操作が繰り返し行われ、各容器番号にサンプルタイプ及びメソッドフ
ァイルが対応付けられたバッチテーブルが作成された後、分析開始キー６５が選択された
場合には（ステップＳ１１０でＹｅｓ）、作成されたバッチファイルに基づいて自動分析
が実行される（ステップＳ１１１）。
【００８０】
　図５は、画像表示領域６１に対する設定操作を行う際の制御部５による処理の一例を示
したフローチャートである。画像表示領域６１においては、標準キー６１３又は未知キー
６１４によりサンプルタイプが選択された場合に（ステップＳ２０１でＹｅｓ）、選択さ
れたサンプルタイプについての入力モードに設定される（ステップＳ２０２）。
【００８１】
　この状態で、いずれかの選択領域６１２が選択された場合には（ステップＳ２０３でＹ
ｅｓ）、その選択領域６１２のみが選択された場合と、それ以外の選択領域６１２も続け
て選択された場合とで異なる処理が行われる。すなわち、１つの選択領域６１２のみが選
択された場合には（ステップＳ２０４でＮｏ）、その選択領域６１２のみを個別選択する
処理が行われ（ステップＳ２０５）、選択された選択領域６１２に対応する容器番号が容
器番号入力部６２６又は容器番号入力部６２８に表示されることにより、テキスト表示領
域６２に反映される（ステップＳ２０７）。
【００８２】
　一方、図３Ａ～図３Ｃにおいて例示したような態様で複数の選択領域６１２が続けて選
択されることにより、開始番号と終了番号が選択された場合には、選択領域６１２を複数
選択する処理が行われる（ステップＳ２０６）。そして、選択された複数の選択領域６１
２に対応する容器番号が容器番号入力部６２６又は容器番号入力部６２８に表示されるこ
とにより、テキスト表示領域６２に反映される（ステップＳ２０７）。
【００８３】
　以上の実施形態では、開始番号から終了番号までの範囲表示によって、選択された選択
領域６１２を表す容器番号が容器番号入力部６２６，６２８に表示されるような構成につ
いて説明した。しかし、このような構成に限らず、例えば開始番号から終了番号までの全
ての容器番号が容器番号入力部６２６，６２８に表示されるような構成であってもよい。
【００８４】
　また、以上の実施形態では、画像表示領域６１において設定した内容がテキスト表示領
域６２に反映され、テキスト表示領域６２において設定した内容が画像表示領域６１に反
映されるような構成について説明した。しかし、このような構成に限らず、画像表示領域
６１において設定した内容のみがテキスト表示領域６２に反映されるような構成、又は、
テキスト表示領域６２において設定した内容のみが画像表示領域６１に反映されるような
構成であってもよい。
【００８５】
　画像表示領域６１は、容器保持部１の平面図を模した画像６１１が表示されるような構
成に限られるものではない。すなわち、各試料容器に対応する容器番号ごとに選択領域が
割り当てられた画像が画像表示領域６１に表示されるような構成であれば、上記画像６１
１に限らず、他の任意の画像を表示させることができる。
【符号の説明】
【００８６】
　　　　１　　容器保持部
　　　　２　　プローブ
　　　　４　　駆動部
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　　　　５　　制御部
　　　　６　　表示部
　　　　７　　操作部
　　　　８　　記憶部
　　　５１　　自動分析制御部
　　　５２　　表示制御部
　　　５３　　入力受付部
　　　６０　　設定画面
　　　６１　　画像表示領域
　　　６２　　テキスト表示領域
　　　６３　　バッチテーブル表示領域
　　　６４　　追加キー
　　　６５　　分析開始キー
　　６１１　　画像
　　６１２　　選択領域
　　６１３　　標準キー
　　６１４　　未知キー
　　６２１　　メソッドファイル選択部
　　６２２　　サンプルタイプ選択部
　　６２３　　テキスト入力部
　　６２４　　標準試料用入力部
　　６２５　　未知試料用入力部
　　６２６　　容器番号入力部
　　６２７　　容器数入力部
　　６２８　　容器番号入力部
　　６２９　　容器数入力部
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【図３Ａ】 【図３Ｂ】
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